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 小田原宿報徳社は天保 14 年(1843)4 月に尊徳から報徳金 160 両を下付されたことに
始まる。世話人や構成員の中にはアウトロー的な者が含まれ、その一人竹本屋幸右衛門
は甲州八代郡成田村の生まれで、同地を出奔し、小田原の地にたどり着いた経歴をもつ。 
 小田原宿報徳社は宿や町、地域の救済復興を目的とした組織と位置づけられてきた。
だが、貸与する報徳金は報徳社の構成員に限定され、講的運用が行われたこと、報徳社
の事務を竹本屋幸右衛門が行っていたが、彼の死後に報徳社の事務がわからなくなり困
惑しているという記録があり、成立期の小田原宿報徳社は幸右衛門による私的運用の性
格が強かった。幸右衛門は同社設立時からの世話人で、後に出身地の成田村で報徳社を
設立する際には小田原宿報徳社から報徳金を渡し、本社―分社の関係を築いた。同報徳
社は各地に誕生する報徳社の本社として、報徳運動拡大の歴史的役割を担った。 
小田原宿報徳社と下館信友講は、世界で最も早期に成立した信用組合とされてきた
が、近世の小田原宿報徳社をヨーロッパでオーエン（英）やシュルツ（独）、ライファ
イゼン（独）が創設した協同組合・信用組合と同列に議論して良いか疑問である。報徳
社研究には多くの課題があり、本論では報徳社研究を根本から見直そうとした。 
 
８．小田原仕法の「畳置」 
 小田原仕法が弘化３年(1846)７月に「畳置」になった原因について、農民身分出身の
尊徳の高名を妬み、藩政に介入することを嫌い、尊徳の排斥に至ったというのが一般的
な指摘だが、これも史料の裏付けがない。史料には「報徳之儀、故障之次第有之」「報
徳之儀、全政事に差障」と、小田原藩政の都合により「畳置」くとある。当時、小田原
藩は大磯沖などの海防問題を抱え、尊徳が主張する仕法が実施できる状況にはなかっ
た。尊徳は返金されるはずの 5000両を含む 1万両を小田原藩に差し出すと申し出たが、
藩はあくまで返金の意思を貫いている。 
尊徳への仕法依頼内容が曖昧なままに進められてきた中での小田原仕法の「畳
置」は、海防という幕末期の幕政、小田原藩政の展開の問題などと合わせて検討
する必要があろう。 
